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われわれは先に本邦由来9株 の非定型抗酸菌(以 下非

定型菌 とい う)の 病原性 を,マ ウスの静脈内感染実験に

よ りその臓器内生菌の増殖状態 お よび その病理組織学的

変化を経時的に観察す ることに よつ て検討1)したが,さ

らに表1の ごとき8株 について全 く同様な実験を合わせ

て行ない,そ の病原性 を検討 した。

Table1,NumberofViableUnitsInoculated
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研 究 方 法

1.供 試 菌 株 はScotochromogensで は"富 田"株2)

お よび"渡 辺"株3),健 康 者 よ り分 離 した"光 田"株 お よ

び"625"株 で あ り,Non-photochromoge欝 で は健 康 者

よ り分 離 した"295"株 お よび"757"株,RapidGrowers

で は"山 本 一Sf'株4)お よび 健 康 者 よ り分 離 した"1280"

株,そ して対 照 株 と して 牛 型 菌Ravene1を 用 い た 。

2.動 物 はCF#1白 マ ウス を 用 い,生 後6週 目に 接

種 した 。

3.培 養 はDubos液 体 培 地 を用 い,3代 継 代10日 目

の菌 を用 い た。

4.接 種 菌 量 は1獅8/裾 の均 等 な生 理 的 食 塩 水 浮 遊

液 を 作 り,そ の0.3〃3Zす なわ ち0.3〃 多8で あ り,生 菌

単位 で示 せぽ表1の ご とく106な い し1010で ある。

5.観 察方法 は接種 マ ウスを2週,8週 お よび15週

においてその数匹ず つ屠 殺 して,そ の主要臓器すなわち

肺,肝,脾 および腎 よ りの非定型菌 の定量 還元培養お よ

びその病理組織学的検査 を行 ない,ま た臓 器内の菌染色

もあわせ て行なつた。

研 究 成 績

1.生 存状況は表2に 示す とお りで,実 験 に 供 した

CF#1マ ウスが結核菌 に対 してきわ めて均一 な感受性 を

有す ることは前報1)に 述べた とお りで あるが,Ravene1

に対 して も全 く同様で2週 か ら4週 までの間に全部感染

死 を示 してい る。

Table2.SusceptibilityofMiceto8Strainsof

Unclassi丘edMycobacteriaandRavenel
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2.臓 器 に おけ る増 菌 能 力す なわ ち定 量 還 元 培養 の成

績(臓 器18当 りの生 菌 単 位)は 表3の とお りで あ る◎

す なわ ち肺,肝,脾 お よび 腎 の 全 臓 器 を 通 じてScoto-

chromogens"富 田"株 お よび"渡 辺"株,さ らにNon一
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Table4.Histo-PathologicalFindings
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photochromogens"295"株 にか な り大量かつ長期間菌

の増殖が認められた◎他の株すなわちScotochromogen

"光田"お よびNon-photochromogens``757"株 は接種

2週 でやや菌 の増殖が認められたが,8週 では菌の増殖

は認められなかつた。

RapidGrowersで は2株 とも2週 よりすでに菌 の 増

殖が認 められなかつた。

3。 病理組織学的所見

前報 同様非定型菌各株 の各臓器別の病 理組織 学的変化

は,そ の性状 においてほ とん ど差は認 められ な く,い ず

れも類上皮細胞 よ りな る結節形成が主 である◎

表4は 各臓器におけ る病理組織学 的所見 の一覧で,表

中(一)変 化な し,(+)軽 度変化,(粁)中 等度変化,

(辮)高 度変化はそれぞれ量 的ならびに質的 な類上皮細

胞結節形成の程度な らびに増殖性反応 の程度 を示 した も

ので ある。すなわ ちScotochromogens"富 田"株 お よび

Non-photochromogens295株 は供試8株 の うちで 強 い

変化 を示 した株であ り,"富 田"株 は腎 も含めて,"295"



株は腎 を除いた各臓 器に高度ない し中等度 の変化 を示 し

ていた。

4.臓 器内の菌の存在は病理組織変化お よび菌の増殖

力に一致 しか つ平行 して認め られた◎

総 括

1.わ が国において分離せ られ た非定型菌の8株(う

ち5株 は健康者 よ り分離)す なわ ち,Scot◎chr◎mogens
"富田"株

,"渡 辺"株,"光 田"株 お よび"625"株,Non-

photochromogens"295"株 お よ び"757"株Rapid

Growers"山 本一Si"株お よび"1280"株 について,牛 型

菌Ravene1を 対 照菌 として,CF#1系 白マウスの静脈

内感染実験に よつて,その臓器内の菌増殖力の消長 と,臓

器の病理組織学 的変化 の程度お よび性状の推移等を観 察

す ることに よつて,これ ら非定型菌の病原性 を検討 した。

2.臓 器内の菌の 増 殖 力 はScotochromogens"富

田"株 お よび"渡 辺"株,Non-photochromogens"295"

株 が各臓器 とももつ とも強かつた。

3.臓 器の病理組織学的変化 は汎発性類上皮細胞結節

形成 を主 とす る変化であ り,各 菌株間 にこの性状に大差

は認 められなかつた◎

肺におけ る牛型 菌Ravenelの きわめて強い類上皮細

胞性肺炎(図6)像 に比べてはもちろんの ことではあ る

が,肝,脾 お よび腎において も非定型菌は一般に牛型菌

Ravene1に 比べて きわ めて温和 な変化であ る。ただ腎に

おいて,"富 田"株 のみが特異的な変化 を示 していた(図

4お よび図5)。 各臓器全般についての病 理組 織 学 的 変

  Pathogenicity of Unclassified Mycobacteria for 

Mice. The Second Report. 

  The purpose of the present paper is to report the 

pathogenicity of eight strains of Unclassifed Myco-

bacteria isolated in  Japan. 

            Method and Materials 

  Strains of Unclassified Mycobacteria used were the 

followings: Scotochromogens "Tomida", "Watanabe", 
"Kôda" and "625" , Non-photochromogens "295" and 
"757" , Rapid Growers " Yamamoto-S1" and "1280". 

  Besides these strains, Mycobacteria bovinus (Rave-

nel) was used as controls. 

  Animals used were white mice (CF # 1). 

  Inoculums were prepared from cultures of each 

strain in the Dubos medium, being adjusted to 

a standard concentration turbidiometrically. 

  Three tenth ml. was inoculated intravenously. 

 The actual doses were checked by viable count. 

 Quantitative cultivation and microscopic exami-

nation of infected organism and histo-pathological

化 の 強 さを み れ ば,Scotochromogens"富 田"株 お よび

N◎n-photochromegens``295"株 がか な り強 い か つ また

経 時 的 に増 殖 す る病 変 を示 して い た ◎

4.す な わ ち,臓 器 内 の 菌 の 増 殖 力 お よび そ の推 移,

さ らに 臓 器 の 病 理 組 織 学 的 変 化 の 程 度 お よび 性 状 とそ の

推 移,臓 器 内 の 菌 数 の 多寡 の3条 件 よ り総 括 す れ ば,供

試 菌8株 の マ ウス に対 す る病 原 性 は,Scotochromogens
"富 田"株 お よびNon -phot。chromogens``295"株 の2株

がか な り強 いVirulenceを も ち,Scotechromogens"渡

辺"株 が これ に 次 ぎ,Scotochremogens"光 田"株,

"625"株
,Non-photechr◎mogens``757"株 は さ らに 弱 く,

もつ と も弱 い の はRapidGrowers"山 本 一Sl"株 お よび

"1280"株 で あ つ た
。RapidGrowersの この2株 の 間 に

は 明 らか なVirulenceの 差 は 認 め られ な か つ た 。

本 研 究 に 対 して 協 力 の 労 を 惜 し まな か つ た 本 院 研 究 検

査 科 の 諸 兄 に謝 意 を 表 し,ま た ご指 導 ご校 閲 を い た だ い

た 名 古 屋 大 学 日比 野 進 教 授 お よび 本 院 永 坂 三 夫 院 長 に深
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examination of organs were carried out at various 

periods (two, eight and thirteen weeks after inocu-

lation). 

           Results and Conclusion 

  1) Scotochromogens  "Tomida  " and Non-photo-

chromogens "295" were the most virulent strains 

for mice, showing both the formation and multipli-

cation of epithelioid-cell tubercles in organs, and 

the recovery of many organisms on cultures from 

each organ. 

 Other strains besides Rapid-growers were less vi-

rulent. Rapid-growers "Yamamoto-S1" and "1280" 

were avirulent. 

 2) Scotochromogens " Tomida " had special affini-

ty to the kidney, showing the formation and mul-

tiplication of epithelioid-cell tubercles eight weeks 

after inoculation in the kidney of mice, in spite of 

the fact that other strains showed only slight specif-

ic or non-specific reaction in the kidney.



Illustration(Matsumotoeta1.)

Fig.1.Scotochromogens(Tomidastrain):

Lung,H&E,×200,15weeksafterinoc.

Multiplicationofepithelioid-celltubercles.

　灘
Fig.3.Scotochromogens(Tomidastrain):

Spleen,H&E,×200,15weeksafterinoc.

Manyepithelioid-celltubercles.
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Fig.4.Scotochromogens(Tomidastrain):

Kidney,H&E,×100,15weeksafterinoc.

Multiplicationofepithelioid-celltubercles.



Illustration(Matsumotoeta1.)

Fig.6.M.bovinus(Ravenel):Lung,H&

E,×200,3weeksafterinoc.Epithelioid-

cellpneumonia.

Fig.5.Scot.(Tomidastrain),Kidney,

H&E,×400,15weeksafterinoc.

Epithelioid-celltubercles.

Fig.8.Non-photochromogens(295strain):

H&E,Lung,×200,15weeksafterinoc.

Multiplicationofepithelioid-celltubercles.

Flg.7.M.bovinus(Ravene1):Liver,H&

E,×400,3weeksafterinoculation,




